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サポーターのみなさまへ

　会計情報では把握できない「大学が生み出す見えない価

値」をお届けする統合報告書。6回目の発行となります。

先日、某テレビ局のディレクターの方から「なぜ、国立大学であ

る東京大学が統合報告書を発行するのか」との質問を投げか

けられました。非営利組織における統合報告書の解釈が未だ

確立していない中で、年々作成する大学が増えていることに対

する驚きと戸惑いを覚えられたようです。

　私たちは、「世界の公共性に奉仕する大学」として、「世界

の誰もが来たくなる大学」を目指しています。大学が生み出す

「学知」をもとに、多様なセクターの方々と一緒に環境や社会

における問題について考え、その解決への手がかりや道標を

見出すことをミッションと掲げています。実現のためには、私た

ちの取組を正しく評価いただき、支持、支援へと繋げる必要が

あります。ところが、営利企業とは異なり、私たち大学にはミッ

ションの達成度を評価する「市場」が存在しません。そもそも掲

げたミッションが社会的に認知される「場」もありません。だか

らこそ、私たちは「対話」を重要視し、私たちの取組が独りよが

りにならないよう、「対話」で得られた気付き（よい智慧、プレッ

シャー）を経営改善に生かす必要があります。統合思考による

大学の経営結果を表すのが大学の統合報告書だ、と定義を

するのであれば、まさに対話のツールとしてふさわしく、2018年

から作り続けているのです。

　しかし、昨年5作目の統合報告書を発行後に識者から、受

け手が多様であればあるほど総花的となり、メッセージが曖昧

になる。「誰に向けて何を見せたいのか」について葛藤した形

跡が描かれていない、と厳しくご指摘をいただきました。「公共

性」を柱に、組織の実態や組織が生み出す価値を財務情報

と絡めながら説明することの難しさを痛感しながらも、改めて開

示対象と目的について議論を重ねました。そして、東京大学の

統合報告書が誰に向けて、どんな内容が書かれているのかを

分かりやすく図でお示しすることにしました（下図）。

　私たちは、この統合報告書を通して、資金提供いただく

方々の経済的な意思決定の継続、改善を促すために、トップ

のメッセージや戦略、財務情報、モニタリング指標等、価値創

造のための重要な事項を報告します。また大学への応援を通

じて、環境や社会の問題解決を目指す方々に私たちの取組

に共感いただくため、大学の活動が社会や経済、環境にいか

に大きなインパクトを与えているかを、多様な時間軸と空間の

中で展開されている具体的な活動例をもとに、ストーリー性を

重視しながら報告します。

　その他のページにおいても、東京大学が生み出す公共的価

値、投資により及ぼす社会的インパクトに共感いただけるよう、

工夫を凝らしています。是非ともお目通しいただきたく存じます。

なお、作成にあたりましては、今年も学内教職員による統合報

告書製作委員会を立ち上げ、総長、理事等執行部、学内構

成員、学外の有識者との「対話」を通して、一つ一つの活動

への理解を深め、作成しました。この統合報告書を「対話」の

場として、是非、みなさまからの忌憚のないご意見をお待ちして

おります。

2023年11月

統合報告書製作委員会一同
（東京大学財務経営本部アカウンタビリティ部門）

開示目的：

大学への応援を通じて、

環境や社会問題の

課題解決を目指す層の拡大

大学の活動による社会、経済、環境への

重要なインパクトを反映した報告

大学の価値創造のために

重要な事項の報告

財務会計に既に

反映されている報告

（法定開示書類）

開示目的：

経済的な意思決定の

継続、改善

開示目的：

資本提供者である国の

評価に資する

出所：『Statement of Intent to Work Together Towards Comprehensive Corporate Reporting』（September 2020 CDP, CDSB, GRI, IIRC and SASB）の邦訳を参考に作成

大学の視点から捉え直した開示フレームワークの概念図

開示対象 ： 広範なステークホルダー（サポーター）

開示対象 ： 実利的な成長を意識する（広義の）投資家

開示対象 ： 国
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